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《学校教育目標》 

自ら学び、深く考える生徒    （知） 

心豊かで、思いやりのある生徒  （徳） 

たくましく、健やかな生徒    （体） 

二中生、大舞台でも大活躍！  
 

校長 小山 晃弘 

凡 事 徹 底 
当たり前のことを当たり前に 

蕨市立第二中学校 

学校だより 

令和２年度 

第８号（１２月号） 

１１月号で、新人戦県大会での二中生の活

躍を紹介したところでしたが、参加全試合終

了しましたので、紹介させていただきます。 

まず、男子卓球部は団体戦準決勝まで勝ち

進み、惜しくも敗れてしまいましたが第３位

と大健闘してくれました。また、熊谷ドーム

で行われた男子ソフトテニス部は、１回戦 2

回線と勝ち進み、準々決勝で敗れてしまいま

したが、ベスト 8と同じく大健闘してくれま

した。そして、柔道男子個人戦、斉藤勇真さ

んが第３位、柔道女子個人戦、斉藤真優さん

が第２位と、立派に戦ってくれました。 

また、吹奏楽部が県アンサンブルコンテス

ト南部地区大会の菅打楽器八重奏で銅賞に

輝きました。県大会などの大舞台でも、二中

生が活躍してくれる姿を、頼もしく感じます。 

先日の表彰集会では、１１月号でふれた、

スポーツ選手の名言について話をしました。

サッカーの本田圭佑選手の、「勝負を決める

のは準備。なかでも気持ちの準備以上のもの

はないと思う。」から、私の勝手な解釈では

ありますが、道具の手入れや管理、体力面や

技術面は何ヶ月もかけて積み重ねていくも

のだけれども、気持ちも同じように育ててい

くものだと。加えて、気持ちの準備は直前ま

で、また、試合の途中だってできるという話

をしました。実際に、顧問の先生方が試合中

に生徒たちにかける言葉も、プレーがどうと

いうよりは、気持ちを落ち着かせたり、逆に

奮い立たせたりするような声掛けが多かっ

たと思います。 

少し前になりますが、「Ｎｕｍｂｅｒ（９月

１７日号）」に次のような記事が載っていま

した。「（一部抜粋）新聞用の対談として卓球

場での張本智和との初々しい時間を終えた

時、１学年下の日本代表選手は、『藤井さん、

ちょっといかがですか』とラケットを渡した。

驚かせようとする東京五輪金メダル候補の

サーブに藤井のフォアハンドストロークは

何度も空を切ったが、１０球ほど繰り返して

いくと信じ難い光景が展開されるようにな

った。鋭角というより、ほぼ直角に変化する

サーブに対応し始め、やがてレシーブは張本

側のプレーイングサーフェスに返るように

なった。 ～中略～ 生来の負けず嫌いだけ

ではないと思った。目の前に現れた課題に対

し、最善の成果を得るために考え、工夫した

からだと思えた。」この「藤井さん」というの

は、皆さんもよく知っている、将棋の藤井聡

太二冠（王位･棋聖）です。卓球と将棋という

全く違うものであっても、自分には無理だと

考えずに、どうすれば打ち返すことができる

のかと、諦めずに向き合って、考えた末のプ

レーだったと思います。気持ちでたどり着い

た結果だったのではないでしょうか 

「気持ちの準備」、部活動だけではなく、学

習面や生活面など色々な面でも必要だと思

います。３年生は既に終わっていますが、１・

２年生は１２月３日から期末テストが行わ

れます。学習の準備と併せて気持ちの準備も

しっかりとし、当日は焦らず自信をもって取

り組めるよう頑張ってください。  

  
【二中Ｂａｓｉｃ + アルファ】 

「密閉・密集・密接」の三密を避け、「大声を出さない（会話は適

度なボリュームで）」を心掛けながら、学校生活を送ろう。 
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